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有意義な 31 日間の夏休みを 

教頭 及川  仁 

先週の７月 19日（金）に本校で、教育関係者を対象として「宮の森小学校 実践研究発表会」を開催い

たしました。研究主題「変化に対応する子どもの育成～意志をもった学びの創造～」のもと、国語と算数

の２教科を窓口として授業公開し、我々の取組を広く問い、当日はたくさんの方々に御参加いただきまし

た。これからも、子ども自身が様々な変化に対応し主体的に学び続ける力を養えるように、授業を中心と

した教育活動全体で育んでいきます。 

 

さて、明日から夏休みが始まります。今年度は暑さ対策として期間が５日間延長し、土日も含めると 31

日間となります。子どもに充実した夏休みを過ごしてほしいという気持ちはどの親も同じだと思います

が、共働きで平日は親が一緒にいられない御家庭も少なくないと思います。普段の学校生活とは違い、子

どもたちは自分で「時間割」を決めて過ごすことになるのです。 

 では、どんなことを大切にしたらよいのか。私なりに次のことを考えてみました。 
①夏休みの意義（基本的な考え）を親子で確認する 

長い休みといえども、何も考えずに過ごしてしまうとすぐに時間は過ぎ去っていきます。せっかくの長

い休みです。「学校があるときには（しようと思っても）なかなかできなかったことができる期間であ

る」ということを親子で再確認してみましょう。 

②学びの対象を一緒に考えてみる 

 冒頭、「…意志をもった学びの創造」を目指して我々が授業に取り組んでいることをお伝えしました

が、学びとは学校でのみ生まれるものではありません。むしろ、学ぼうとする力は「教える」「教わる」

関係からは生まれにくく、自らが進んで取り組むような意欲が喚起されなければならないとも思います。

ものを作ることや料理をすること、自転車に乗れるようになることも立派な学びです。大人はいろいろな

学びを重ねて大きくなってきたのです。感じてほしいのは、「学ぶことは面白い・楽しい」ということで

す。親子で対話をしながら、学びを見付けてほしいです。 

③体験的な活動に取り組んでみる 

 以前、恐らく 20年ぐらい前に「体験的な活動」に関わる研修会で講師の方が話されていた内容です。 

◆聞いたことは「忘れる」 

◆見たことは「覚える」（やがて忘れる） 

◆やったことは「分かる」 

◆見付けたことは「できる」 

どこかに出掛けなくても、子どもの心に残る体験をさせたいものです。 

④ほめる（自己肯定感を高める） 

ただやみくもにほめても効果的ではありません。「自分のことを分かってほしい」「頑張っていること

を認めてほしい」「ほめてほしい」といった承認の欲求を満たすことが子どもにとっては、大きな励みと

なります。子どものしていることをよく見て、子ども自身がほめられたいと感じているときに「ほめる」

ことが承認の欲求を満たすことにつながります。この「承認の欲求」を効果的に生かすことが自己肯定感

につながります。「自分のことを見てくれている」と子どもが実感できれば、また頑張る姿が期待できま

す。 

 

 子どもたちにとって有意義な夏休みになることを願っております。夏の暑さに負けず、水の事故や交通

事故等に気を付け夏の思い出をたくさん作ってほしいです。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

   
   



◆◇◆８月の予定◆◇◆ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８日（木） 資源回収日 

１１日（日） 山の日 

１２日（月） 振替休日 

１３日（火） 夏季休校日  

１４日（水） 夏季休校日  

１５日（木） 夏季休校日  

１６日（金） 夏季休校日  

２６日（月） ２学期始業式（５時間授業） 

       交通安全指導（～２８日） 

       あいさつ週間（～３０日） 

２７日（火） ＳＣ来校日（午後） 

２８日（水） ５年日本茶体験学習 

２９日（木） ３年公園クリーンパトロール 

       ６年心の劇場（午後） 

３０日（金） 教職員研修日 

 

夏休みを楽しく過ごすために 

【「よくわかる宮の森小」より】 
◇帰宅時刻は、午後５時です。 

◇グラウンドへの自転車の乗り入れは禁止で

す。 

◇花火等の危険を伴う遊びは、大人と一緒 

に行いましょう。 

◇外出の際には、家の人に「誰と」「どこに」

「何時まで」を伝えて出掛けましょう。 

【「札幌市夏季における指導について」より】 
◇熱中症予防のために、適切に水分補給や休養

をとるようにしましょう。 

◇交通事故に遭わないように、道路を横断する

際は、必ず立ち止まって左右の安全確認をし

ましょう。 

◇自転車に乗車する際には、安全な乗り方やヘ

ルメットの着用など、御家庭で話し合いまし

ょう。 

◇海水浴場以外の海岸や河川では、絶対に泳が

ないようにしましょう。 

◇インターネットやＳＮＳ等に誹謗中傷等の書

込みや個人情報の掲載をしないようにしまし

ょう。 

※食品等に含まれるアレルギーの問題もありま

すので、お土産等のお気遣いは御遠慮くださ

い。 

夏季休校日について 

 右記の４日間は、年 

末年始の休日と同様に、 

学校としての休校日と 

させていただきます。 

御理解・御協力の程、よろしくお願いいたしま

す。なお、夏季休校日の取組についてのお問い

合わせ先は、札幌市教育委員会教職員課労務

係となります。 

教育実習について 
 北海道教育大学札幌校の２名の学生が、本 

校で教育実習を行うことになりました。 

 

基本的には、配属学級での実習となりますが、

他の学年・学級での授業参観等も予定してい

ます。 

札幌市では、学校・家庭・地域が一体となっ

て、子どものよさや可能性を認め、励まし、支

える関わりを通して子どもの習慣づくりを進め

ています。「まほうのかいわ」を合言葉に、ぜひ

「学習習慣」「運動習慣」「生活習慣」づくりを

お願いします。

■夏季休業中の緊急連絡について■ 
 夏季休業中、急な転出となった場合や事故

等の緊急の場合は、学校へ御連絡ください。 

（夏季休業中の平日、夕方１６時４５分から

翌朝８時１５分までの時間帯は、転送電話対

応となります。） 

     宮の森小学校 ℡011－631-6356 

８月１３日（火） 

８月１４日（水） 

８月１５日（木） 

８月１６日（金） 

９月１２日（木）芸術鑑賞について 
 年間行事予定では、当初全学年を予定して

いましたが、鑑賞の内容を打ち合わせた結

果、６年生のみ、体育館で鑑賞を行うことにな

りました。 

 美術作品に触発された選曲やお話により、

音楽と美術の両方に触れる内容です。ピアニ

ストによる演奏や学芸員さんの話など、本物

に触れながら、よい経験になることを願って

います。 

９月６日（金）１３：３０～行います。この

日は、教職員研修日（４時間・給食あり）で

す。 

参加するご家庭で、お子さんと確認していた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 


